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１．調査の概要 

 

●八代市における人口の将来展望に係る意識調査として、「市民アンケート調査」、「学生アンケート

調査」を実施した。 

 

 

意識調査の実施概要 

 市民アンケート調査 学生アンケート調査 

調査目的 ●定住に係る意向の把握 

●就業に係る現状・意向の把握 

●結婚・出産・子育てに係る現状・意向の

把握 

●人口減少に係る現状認識 

●八代市で必要と考える取組みの把握 

●卒業後の居住地に係る意向の把握 

●就業に係る意向の把握 

●結婚・出産・子育てに係る現状・意向の

把握 

調査対象者 ・平成 27 年 5月 22 日時点で、住民基本台

帳に記載のある20歳以上の者から無作為

に抽出した 4000 人 

・ただし、合併前市町村毎に、人口により

配分数を設定 

・中九州短期大学 2年生、熊本高等専門学

校八代キャンパス 5年生、市内全 7 高等

学校 3年生 

・調査票配布数 各学校 80～120 枚程度 

調査方法 ・郵送配布・郵送回収 ・各学校に直接依頼 

・各学校での直接配布・直接回収 

調査期間 ・平成 27 年 6月 10 日～6月 25 日 ・平成 27 年 6月 10 日～6月 18 日 

回収状況 ・1,685 票（回収率 42.1％） ・821 票 
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２．市民アンケート調査結果 

２-１ 属性 

 

●回答者の男女比は、男性41.7％、女性56.9％である。 

●年齢階層は、65 歳以上が 41.9％と回答者の約 4 割を占め、子育て世代である 20～49 歳は、

29.8％である。 

●また、合併前市町村毎に、人口によりアンケート調査票の配分数を設定したこともあり、回答者

の居住地は、人口比に概ね一致している。 

 

市民アンケート調査回答者の属性 

 

＜性別（問 1）＞                ＜年齢（問 2）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜居住地（問 6）＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

41.7%

56.9%

1.4%

男性

女性

無回答

1685n=

29.8%

26.2%

22.7%

19.2%

2.1%

20～49歳

50～64歳

65～74歳

75歳以上

無回答

n=1685

76.8%

3.6%

4.9%

10.1%
1.8%

1.8% 1.0%

八代地域（旧八代市）

坂本地域

千丁地域

鏡地域

東陽地域

泉地域

無回答

n=1685

地域
20歳以上

人口※1 構成比

八代地域 82,367 76.0%

坂本地域 3,741 3.4%

千丁地域 5,821 5.4%

鏡地域 12,678 11.7%

東陽地域 1,999 1.8%

泉地域 1,832 1.7%

八代市計 108,438 100.0%

※1　住民登録人口（平成27年4月末現在）
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２-２ 定住に係る意向 

（１）八代市の住みやすさ 

●回答者全体の 60.4％は、「住みやすい」と回答しており、「非常に住みやすい」10.4％と合わせ

ると、回答者の7割以上が、八代市を住みやすいと評価している。 

●年齢別にみると、年齢階層が高くなるほど、「非常に住みやすい」の割合が増加する一方、年齢階

層が低くなるほど、「どちらとも言えない」及び「住みにくい」の割合が増加する傾向にある。 

●また、居住地別にみると、八代地域、千丁地域、東陽地域において「住みやすい」の割合が高く、

坂本地域、鏡地域、泉地域では、「どちらとも言えない」及び「住みにくい」の割合が高くなって

いる。 

 

八代市の住みやすさ（問 7） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

10.4%

60.4%

22.8%

4.6%

0.4%

1.5%

6.2%

60.2%

26.7%

5.2%

1.0%

0.8%

8.1%

59.5%

24.9%

6.1%

0.5%

0.9%

12.6%

60.7%

21.7%

4.5%

0.0%

0.5%

17.9%

65.7%

14.5%

1.5%

0.0%

0.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

非常に住みやすい

住みやすい

どちらとも言えない

住みにくい

非常に住みにくい

無回答

総数(n=1685)

20～49歳（n=502)

50～64歳(n=442)

65～74歳(n=382)

75歳以上(n=324)

80.0％ 

10.4%

60.4%

22.8%

4.6%

0.4%

1.5%

11.5%

62.7%

21.3%

3.9%

0.2%

0.5%

0.0%

42.6%

37.7%

13.1%

1.6%

4.9%

9.8%

68.3%

20.7%

1.2%

0.0%

0.0%

8.2%

52.6%

28.7%

8.2%

1.2%

1.2%

13.3%

63.3%

20.0%

0.0%

3.3%

0.0%

0.0%

43.3%

43.3%

13.3%

0.0%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

非常に住みやすい

住みやすい

どちらとも言えない

住みにくい

非常に住みにくい

無回答

総数(n=1685)

八代地域(n=1294)

坂本地域(n=61)

千丁地域(n=82)

鏡地域(n=171)

東陽地域(n=30)

泉地域(n=30)
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（２）八代市定住意向 

●回答者全体の72.9％が、「今住んでいる地域に居住したい」と考えている。 

●しかしながら、20～49 歳については「今住んでいる地域に居住したい」と考えている回答者は

55.6％にとどまり、14.0％は「住み続けたいが、市外へ転出すると思う」もしくは「市外へ転出

したい」との意向を示している。 

●居住地別には、坂本地域及び泉地域において、「今住んでいる地域に住み続けたい」の割合が低く、

坂本地域では、「八代市内の別の地域に移り住みたい」と指摘する回答者の割合（14.8％）が、

他地域の2倍になっている。 

 

八代市の今後の定住意向（問 8） 

 

72.9%

6.1%

3.5%

3.7%

12.1%

1.7%

55.6%

10.2%

7.0%

7.0%

20.1%

0.2%

71.5%

5.9%

2.3%

4.3%

14.7%

1.4%

84.6%

3.9%

2.1%

1.8%

6.3%

1.3%

91.7%

2.5%

0.9%

0.6%

3.4%

0.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

今住んでいる地域に

住み続けたい

八代市内の

別の地域に移り住みたい

住み続けたいが、

市外へ転出すると思う

市外へ転出したい

わからない

無回答

総数(n=1685)

20～49歳（n=502)

50～64歳(n=442)

65～74歳(n=382)

75歳以上(n=324)

100.0％ 

72.9%

6.1%

3.5%

3.7%

12.1%

1.7%

74.0%

5.7%

3.6%

3.9%

12.0%

0.8%

65.6%

14.8%

1.6%

4.9%

11.5%

1.6%

79.3%

6.1%

2.4%

0.0%

11.0%

1.2%

71.9%

6.4%

2.9%

3.5%

14.6%

0.6%

73.3%

6.7%

6.7%

6.7%

3.3%

3.3%

63.3%

3.3%

6.7%

6.7%

16.7%

3.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

今住んでいる地域に

住み続けたい

八代市内の

別の地域に移り住みたい

住み続けたいが、

市外へ転出すると思う

市外へ転出したい

わからない

無回答

総数(n=1685)

八代地域(n=1294)

坂本地域(n=61)

千丁地域(n=82)

鏡地域(n=171)

東陽地域(n=30)

泉地域(n=30)
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（３）転出理由 

１）八代市内の別の地域に移り住む理由 

●「八代市内の別の地域に移り住みたい」の割合が高かった坂本地域については、その理由として、

「交通が不便なため」（77.8％）、「娯楽・商業施設が少ない」（44.4％）、「医療・福祉が充実して

いない」（33.3％）が多くなっている。 

 

 八代市内の別の地域に移り住みたい理由（上位 10項目）（問 9）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

11.8%

7.8%

7.8%

29.4%

50.0%

10.8%

15.7%

7.8%

17.6%

14.7%

10.8%

10.8%

9.5%

25.7%

44.6%

12.2%

12.2%

10.8%

18.9%

9.5%

0.0%

0.0%

11.1%

44.4%

77.8%

0.0%

33.3%

0.0%

11.1%

11.1%

20.0%

0.0%

0.0%

60.0%

40.0%

0.0%

0.0%

0.0%

40.0%

40.0%

18.2%

0.0%

0.0%

27.3%

63.6%

18.2%

27.3%

0.0%

9.1%

27.3%

50.0%

0.0%

0.0%

50.0%

100.0%

0.0%

50.0%

0.0%

0.0%

50.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

100.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

家の購入

自分または家族の出身地に戻りたい

家族と同居するため

娯楽・商業施設が少ない

交通が不便なため

子育て環境が充実していない

医療・福祉が充実していない

教育環境が充実していない

人間関係が良好でない

その他

総数(n=102)

八代地域(n=74)

坂本地域(n=9)

千丁地域(n=5)

鏡地域(n=11)

東陽地域(n=2)

泉地域(n=1)

複数回答
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２）八代市外への転出理由 

●「住み続けたいが、市外へ転出すると思う」回答者の転出理由は、「自分または家族の転勤」及び

「交通が不便なため」が 32.2％と最も多く、「交通が不便なため」は、年齢階層が高くなるほど

回答割合が高まっている。 

●また、「市外へ転出したい」回答者の転出理由は、「交通が不便なため」（41.3％）、「娯楽・商業

施設が少ない」（39.7％） に加え、20～49歳では「教育環境が充実していない」（25.7％）と

の回答が多い。 

 

 八代市外へ転出したい理由（上位 10 項目）（問 9）  

 

＜住み続けたいが、市外へ転出すると思う＞    ＜市外へ転出したい＞ 

 

 

 

 

 

 

  

32.2%

18.6%

6.8%

15.3%

8.5%

13.6%

32.2%

6.8%

15.3%

3.4%

6.8%

6.8%

11.9%

40.0%

25.7%

8.6%

14.3%

2.9%

8.6%

20.0%

5.7%

14.3%

5.7%

2.9%

2.9%

5.7%

20.0%

20.0%

10.0%

30.0%

20.0%

40.0%

50.0%

20.0%

10.0%

0.0%

10.0%

0.0%

20.0%

12.5%

0.0%

0.0%

0.0%

25.0%

12.5%

37.5%

0.0%

25.0%

0.0%

12.5%

25.0%

25.0%

33.3%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

66.7%

0.0%

33.3%

0.0%

33.3%

33.3%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

自分または家族の

転勤

就職・転職

家の購入

自分または家族の

出身地に戻りたい

家族と

同居するため

娯楽・商業施設が

少ない

交通が不便なため

子育て環境が

充実していない

医療・福祉が

充実していない

教育環境が

充実していない

人間関係が

良好でない

知人・友人が

少ない

その他

総数(n=59)

20～49歳(n=35)

50～64歳(n=10)

65～74歳(n=8)

75歳以上(n=3)

複数回答

100.0％ 

19.0%

17.5%

3.2%

17.5%

3.2%

39.7%

41.3%

9.5%

19.0%

17.5%

7.9%

14.3%

14.3%

22.9%

28.6%

0.0%

17.1%

2.9%

40.0%

37.1%

5.7%

11.4%

25.7%

0.0%

14.3%

17.1%

15.8%

5.3%

5.3%

21.1%

0.0%

31.6%

47.4%

15.8%

26.3%

10.5%

15.8%

5.3%

10.5%

14.3%

0.0%

0.0%

0.0%

14.3%

71.4%

57.1%

14.3%

42.9%

0.0%

14.3%

14.3%

14.3%

0.0%

0.0%

50.0%

50.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

50.0%

100.0%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

自分または家族の

転勤

就職・転職

家の購入

自分または家族の

出身地に戻りたい

家族と

同居するため

娯楽・商業施設が

少ない

交通が不便なため

子育て環境が

充実していない

医療・福祉が

充実していない

教育環境が

充実していない

人間関係が

良好でない

知人・友人が

少ない

その他

総数(n=63)

20～49歳(n=35)

50～64歳(n=19)

65～74歳(n=7)

75歳以上(n=2)

複数回答
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（４）転出先 

●転出する、転出したいと考えている地域は、「熊本市」が最も多く 31.1％であり、次いで「福岡

県」（16.4％）、「関東・関西などの大都市圏」（13.9％）である。 

 

転出する、または転出したい地域（問 10） 

 

 

 

  

31.1%

12.3%

16.4%

6.6%

13.9%

8.2%

11.5%

32.9%

12.9%

14.3%

4.3%

15.7%

8.6%

11.4%

31.0%

13.8%

20.7%

6.9%

10.3%

3.4%

13.8%

33.3%

0.0%

20.0%

13.3%

20.0%

13.3%

0.0%

20.0%

20.0%

20.0%

20.0%

0.0%

20.0%

0.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

熊本市

八代市・熊本市以外の熊本県内

福岡県

熊本県、福岡県以外の九州内

関東・関西などの大都市圏

その他

無回答

総数(n=122)

20～49歳（n=70)

50～64歳(n=29)

65～74歳(n=15)

75歳以上(n=5)
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（５）将来の八代市居住意向 

●八代市外に転出する、転出したい回答者のうち、将来八代市に住みたいと「思っている」回答者

は、25.4％である。 

●一方、65歳以上の高齢者ほど、将来八代市に住みたいと「思っていない」回答者の割合が高まっ

ている。 

 

将来的な八代市居住意向（問 11） 

 

 

 

 

 

 

 

  

25.4%

54.9%

19.7%

30.0%

51.4%

18.6%

27.6%

44.8%

27.6%

6.7%

93.3%

0.0%

20.0%

60.0%

20.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

思っている

思っていない

無回答

総数(n=122)

20～49歳(n=70)

50～64歳(n=29)

65～74歳(n=15)

75歳以上(n=5)
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（６）八代市に住むために必要な環境・支援 

●八代市に住むために必要な環境・支援としては、全年齢では、「医療・福祉が充実している」

（41.8％）、「働く場が多い」（38.9％）、「災害に強く安心・安全なまち」（34.8％）が多いもの

の、20～49歳では「子育てと仕事を両立しやすい」（33.5％）、「商店や娯楽の充実」（30.1％）、

「子育てしやすい」（25.1％）に対する回答も多い。 

 

八代市に住むために必要な環境・支援（問 12） 

 

 

 

 

  

38.9%

9.4%

4.6%

12.5%

19.6%

9.0%

41.8%

19.5%

22.6%

34.8%

15.0%

10.8%

7.0%

4.7%

1.8%

43.8%

11.0%

7.8%

25.1%

33.5%

17.1%

34.1%

30.1%

18.7%

20.3%

6.2%

3.6%

3.2%

7.8%

2.8%

48.6%

12.7%

5.2%

10.0%

17.9%

6.3%

46.8%

21.3%

21.5%

36.9%

13.6%

10.0%

5.4%

4.5%

1.4%

33.8%

6.8%

2.9%

4.7%

11.8%

5.8%

41.9%

13.1%

25.4%

44.5%

25.1%

17.5%

10.5%

2.9%

2.1%

24.4%

5.2%

1.2%

6.5%

9.6%

4.3%

49.7%

9.6%

28.1%

45.7%

20.1%

16.0%

11.4%

3.1%

0.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

働く場が多い

自分に合う仕事を探しやすい

起業や新たなチャレンジをしやすい

子育てしやすい

子育てと仕事を両立しやすい

教育環境が充実している

医療・福祉が充実している

商店や娯楽が充実している

バスや電車など公共交通が便利

災害に強く安心・安全なまち

自然が多く残されている

地域活動など人のつながりが深い

友人・知人をつくる機会が多い

住宅支援

その他

総数(n=1685)

20～49歳(n=502)

50～64歳(n=442)

65～74歳(n=382)

75歳以上(n=324)

複数回答
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２-３ 就業に係る現状・意向 

（１）就業の現状 

１）職業 

●男性の31.9％は「社員・団体職員」である。 

●女性については、17.0％が「社員・団体職員」、16.7％が「パート・アルバイト」と、男性に比

べ「パート・アルバイト」の割合が高い。また、「家事専業」も18.4％となっている。 

●なお、「無職」の割合は、男女ともに、20～49歳で5％程度、50～65歳で15％程度である。 

 

職業（問 13） 

＜男性＞             ＜女性＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

31.9%

3.8%

16.8%

5.0%

5.3%

32.2%

0.1%

0.7%

2.4%

1.7%

61.2%

3.7%

11.2%

10.3%

4.7%

5.1%

0.0%

2.3%

1.4%

0.0%

44.8%

6.1%

16.4%

7.9%

7.9%

13.9%

0.0%

0.0%

3.0%

0.0%

7.9%

3.9%

25.8%

0.0%

7.3%

50.6%

0.6%

0.0%

1.7%

2.2%

0.7%

1.5%

14.8%

0.0%

0.0%

72.6%

0.0%

0.0%

4.4%

5.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

会社員・団体職員

会社役員

自営業

（農家等を含む）

公務員

パート・アルバイト

無職

家事専業

学生

その他

無回答

総数(n=702)

20～49歳(n=214)

50～64歳(n=165)

65～74歳(n=178)

75歳以上(n=135)

80.0％ 

17.0%

1.3%

13.8%

2.9%

16.7%

23.6%

18.4%

1.0%

2.6%

2.8%

37.8%

1.4%

7.6%

7.3%

24.3%

3.8%

11.1%

3.5%

1.7%

1.4%

16.3%

1.8%

17.4%

1.4%

25.0%

13.0%

18.1%

0.0%

5.1%

1.8%

3.0%

1.0%

17.3%

0.5%

9.4%

33.7%

31.7%

0.0%

1.0%

2.5%

0.0%

0.5%

14.1%

1.1%

0.5%

59.5%

15.7%

0.0%

2.2%

6.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

会社員・団体職員

会社役員

自営業

（農家等を含む）

公務員

パート・アルバイト

無職

家事専業

学生

その他

無回答

総数(n=959)

20～49歳(n=288)

50～64歳(n=276)

65～74歳(n=202)

75歳以上(n=185)
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２）勤務先の業種 

●勤務先の職業としては、男性は、「製造業」（13.3％）、「サービス業」（11.4％）、「農業」（10.5％）

の割合が高くなっている。 

●女性は、「医療・福祉」（22.3％）、「サービス業」（16.9％）、「農業」（14.0％）の割合が高く、

特に、「医療・福祉」については、20～49歳の約3割が就業している。 

●また、「農業」については、男女ともに、65歳以上の高齢者における就業割合が高い。 

 

勤務先の業種（上位 10項目）（問 14） 

＜男性＞                ＜女性＞ 

 

 

 

 

 

 

  

10.5%

11.6%

13.3%

4.8%

9.4%

1.5%

2.2%

8.3%

5.2%

11.4%

4.8%

3.9%

8.1%

13.1%

18.2%

5.6%

6.1%

1.0%

2.5%

9.6%

5.6%

9.6%

7.6%

4.0%

7.7%

10.6%

14.8%

4.2%

10.6%

2.8%

2.8%

5.6%

8.5%

14.1%

4.2%

2.8%

14.5%

12.0%

4.8%

6.0%

14.5%

1.2%

1.2%

9.6%

1.2%

13.3%

1.2%

4.8%

31.0%

3.4%

0.0%

0.0%

13.8%

0.0%

0.0%

3.4%

0.0%

0.0%

0.0%

6.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

農業

建設業

製造業

運輸業

卸売・小売業

金融・保険業

飲食店・宿泊業

医療・福祉

教育・学習支援業

サービス業

公務

その他

総数(n=458)

20～49歳(n=198)

50～64歳(n=142)

65～74歳(n=83)

75歳以上(n=29)

40.0％ 

14.0%

4.0%

5.6%

0.8%

9.6%

1.9%

1.9%

22.3%

6.7%

16.9%

3.3%

4.2%

7.4%

5.2%

4.8%

1.7%

7.8%

2.6%

1.3%

30.3%

11.7%

18.6%

3.9%

1.7%

13.5%

3.8%

8.1%

0.0%

10.8%

1.6%

2.7%

21.6%

3.8%

18.9%

3.2%

5.4%

26.2%

1.5%

1.5%

0.0%

16.9%

0.0%

3.1%

9.2%

1.5%

12.3%

0.0%

9.2%

38.2%

0.0%

5.9%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

5.9%

2.9%

5.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

農業

建設業

製造業

運輸業

卸売・小売業

金融・保険業

飲食店・宿泊業

医療・福祉

教育・学習支援業

サービス業

公務

その他

総数(n=520)

20～49歳(n=231)

50～64歳(n=185)

65～74歳(n=65)

75歳以上(n=34)
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３）通勤先 

●男性の61.4％、女性の 66.9％が八代市内に通勤している。年齢別には、20～49歳の割合が高

く、男性については70.7％、女性については79.7％が、八代市内勤務である。 

●また、男性については、6.8％が熊本市、3.3％が宇城市と、女性に比べ市外への通勤者も多い。 

 

通勤先（問 15） 

 

＜男性＞               ＜女性＞ 

 

 

 

 

 

 

  

61.4%

6.8%

3.3%

2.0%

6.6%

20.1%

70.7%

7.6%

5.6%

2.0%

7.1%

7.1%

64.1%

7.7%

2.1%

2.8%

8.5%

14.8%

49.4%

4.8%

1.2%

0.0%

4.8%

39.8%

13.8%

0.0%

0.0%

3.4%

0.0%

82.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

八代市内

熊本市

宇城市

氷川町

その他

無回答

総数(n=458)

20～49歳(n=198)

50～64歳(n=142)

65～74歳(n=83)

75歳以上(n=29)

100.0％ 

66.9%

2.9%

1.5%

2.7%

2.1%

23.8%

79.7%

4.3%

3.0%

3.9%

3.0%

6.1%

68.1%

2.2%

0.5%

2.7%

1.1%

25.4%

46.2%

0.0%

0.0%

0.0%

1.5%

52.3%

14.7%

2.9%

0.0%

0.0%

0.0%

82.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

八代市内

熊本市

宇城市

氷川町

その他

無回答

総数(n=520)

20～49歳(n=231)

50～64歳(n=185)

65～74歳(n=65)

75歳以上(n=34)
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（２）就職・転職等の意向 

●20～49歳については、60.2％は「就職、転職、起業、休職・退職したいとは考えていない」も

のの、9.0％が「就職したい」、16.1％が「転職したい」との意向を有している。 

 

就職、転職、起業または休職・退職の意向（問 16） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

4.6%

7.2%

1.6%

4.7%

38.0%

43.9%

9.0%

16.1%

3.4%

4.0%

60.2%

7.4%

4.5%

7.2%

2.0%

5.7%

52.0%

28.5%

2.4%

0.5%

0.0%

6.8%

19.9%

70.4%

0.3%

0.0%

0.3%

1.5%

8.0%

89.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

就職したい

転職したい

起業したい

休職・退職したい

就職、転職、起業、休職、退職

したいとは考えていない

無回答

総数(n=1685)

20～49歳(n=502)

50～64歳(n=442)

65～74歳(n=382)

75歳以上(n=324)
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（３）転職等をしたい理由 

１）転職、起業したい理由 

●20～49歳における転職、起業したい理由としては、「給与が低い」（58.2％）が最も多く、次い

で「希望する仕事でない」（28.6％）」、「休暇がとりにくい」（24.5％）となっている 

 

転職、起業したい理由（問 17） 

 

 

 

  

28.2%

59.1%

22.1%

25.5%

9.4%

2.0%

11.4%

16.1%

4.7%

10.1%

2.7%

28.6%

58.2%

21.4%

24.5%

13.3%

1.0%

13.3%

15.3%

5.1%

10.2%

3.1%

22.0%

63.4%

26.8%

31.7%

2.4%

4.9%

7.3%

14.6%

2.4%

9.8%

0.0%

100.0%

100.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

50.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

100.0%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

希望する仕事でない

給与が低い

勤務時間が長い

休暇がとりにくい

子育てとの両立が難しい

看護・介護との両立が難しい

正社員を希望するが今はそうではない

職場内の人間関係が良好でない

特に理由はない

その他

無回答

総数(n=149)

20～49歳(n=98)

50～64歳(n=41)

65～74歳(n=2)

75歳以上(n=1)

複数回答
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２）休職・退職したい理由 

●20～49歳における休職・退職したい理由としては、「休暇がとりにくい（55.0％）」が最も多く、

次いで「給与が低い（45.0％）」、「職場内の人間関係が良好でない」（30.0％）に加え、「子育て

との両立が難しい」（20.0％）となっている。 

 

休職・退職したい理由（問 17） 

 

 

 

  

3.8%

27.8%

20.3%

34.2%

5.1%

6.3%

2.5%

15.2%

21.5%

26.6%

3.8%

0.0%

45.0%

25.0%

55.0%

20.0%

5.0%

5.0%

30.0%

20.0%

10.0%

0.0%

8.0%

28.0%

20.0%

32.0%

0.0%

8.0%

0.0%

24.0%

24.0%

24.0%

0.0%

0.0%

15.4%

19.2%

30.8%

0.0%

7.7%

3.8%

0.0%

23.1%

34.6%

7.7%

0.0%

20.0%

20.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

20.0%

40.0%

20.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

希望する仕事でない

給与が低い

勤務時間が長い

休暇がとりにくい

子育てとの両立が難しい

看護・介護との両立が難しい

正社員を希望するが今はそうではない

職場内の人間関係が良好でない

特に理由はない

その他

無回答

総数(n=79)

20～49歳(n=20)

50～64歳(n=25)

65～74歳(n=26)

75歳以上(n=5)

複数回答
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（４）就職・転職等を希望する業種 

●20～49歳の男性の回答者が希望する業種としては、「業種は問わない」（17.9％）が最も多く、

次いで「公務」（12.5％）、「建設業」（8.9％）、「製造業」（7.1％）である。 

●20～49歳の女性についても、「業種は問わない」（28.7％）が最も多いものの、次いで「医療・

福祉」（23.0％）、「サービス業」（12.6％）に対する希望が高くなっている。 

 

就職・転職・起業を希望する業種（上位 10項目）（問 18） 

＜男性＞               ＜女性＞ 

 

 

 

 

  

3.0%

5.1%

10.1%

4.0%

4.0%

4.0%

1.0%

4.0%

2.0%

2.0%

5.1%

10.1%

27.3%

1.0%

1.8%

8.9%

7.1%

3.6%

5.4%

5.4%

1.8%

1.8%

1.8%

3.6%

5.4%

12.5%

17.9%

1.8%

6.5%

0.0%

9.7%

6.5%

0.0%

3.2%

0.0%

9.7%

3.2%

0.0%

0.0%

6.5%

41.9%

0.0%

0.0%

0.0%

12.5%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

25.0%

12.5%

50.0%

0.0%

0.0%

0.0%

100.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

農業

建設業

製造業

情報通信業

運輸業

卸売・小売業

金融・保険業

飲食店・宿泊業

医療・福祉

教育・学習支援業

サービス業

公務

業種は問わない

その他

総数(n=99)

20～49歳(n=56)

50～64歳(n=31)

65～74歳(n=8)

75歳以上(n=1)

50.0％ 

2.4%

0.0%

2.4%

0.8%

0.0%

4.8%

2.4%

0.8%

22.4%

4.8%

12.8%

1.6%

29.6%

3.2%

2.3%

0.0%

2.3%

1.1%

0.0%

2.3%

3.4%

0.0%

23.0%

5.7%

12.6%

1.1%

28.7%

4.6%

0.0%

0.0%

3.3%

0.0%

0.0%

13.3%

0.0%

3.3%

23.3%

0.0%

16.7%

0.0%

30.0%

0.0%

33.3%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

33.3%

0.0%

0.0%

0.0%

33.3%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

100.0%

0.0%

0.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

農業

建設業

製造業

情報通信業

運輸業

卸売・小売業

金融・保険業

飲食店・宿泊業

医療・福祉

教育・学習支援業

サービス業

公務

業種は問わない

その他

総数(n=125)

20～49歳(n=87)

50～64歳(n=30)

65～74歳(n=3)

75歳以上(n=1)
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（５）就職・転職等に必要な支援 

●全年齢における、八代市内で就職、転職、起業する場合に必要な支援としては、「市内の雇用の場

（求人）を増やす」（40.6％）、「必要な技術・資格の取得支援」（34.7％）、「市内の企業・求人情

報の提供」（26.1％）に対する要望が高い。 

●20～49歳については、「必要な技術・資格の取得支援」（53.0％）に対する要望が最も高くなっ

ている。 

 

八代市内で就職、転職、起業する場合に必要な支援（問 19） 

 

 

 

 

  

34.7%

15.3%

26.1%

5.7%

40.6%

10.7%

8.0%

12.9%

1.7%

33.9%

53.0%

23.3%

38.4%

9.0%

51.8%

12.5%

9.6%

16.5%

3.4%

6.8%

40.7%

19.0%

33.7%

7.0%

51.1%

15.6%

7.0%

16.1%

1.6%

19.7%

20.2%

7.3%

17.3%

3.1%

32.5%

8.6%

7.9%

9.9%

0.8%

53.7%

15.1%

6.2%

8.0%

2.2%

18.5%

3.7%

6.2%

6.2%

0.6%

72.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

必要な技術・資格の取得支援

経営や起業化の指導や支援

市内の企業情報や求人情報の提供

市内の企業の合同会社説明会

市内の雇用の場（求人）を増やす

空き店舗の紹介や店舗改装・賃料の支援

農林漁業に必要な農地や機器の取得支援

事業資金の融資

その他

無回答

総数(n=1685)

20～49歳(n=502)

50～64歳(n=442)

65～74歳(n=382)

75歳以上(n=324)

複数回答
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２-４ 結婚・出産・子育てに係る現状・意向 

（１）結婚・出産の現状 

１）結婚 

●男性、女性ともに、20～34歳の約5割（男性48.5％、女性46.8％）、35～49歳の約７割（男

性70.3％、女性74.9％）が「結婚している」。 

 

現在の結婚状況（問 3） 

 

＜男性＞               ＜女性＞ 

 

  76.4%

23.2%

0.4%

48.5%

51.5%

0.0%

70.3%

29.1%

0.7%

75.2%

24.2%

0.6%

85.4%

14.6%

0.0%

86.7%

13.3%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

結婚している

独身

（死別、離別含む）

無回答

総数(n=702)

20～34歳(n=66)

35～49歳(n=148)

50～64歳(n=165)

65～74歳(n=178)

75歳以上(n=135)

100.0％ 

69.2%

30.7%

0.1%

46.8%

53.2%

0.0%

74.9%

25.1%

0.0%

81.9%

17.8%

0.4%

76.7%

23.3%

0.0%

50.8%

49.2%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

結婚している

独身

（死別、離別含む）

無回答

総数(n=959)

20～34歳(n=109)

35～49歳(n=179)

50～64歳(n=276)

65～74歳(n=202)

75歳以上(n=185)
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２）子どもの数 

●既婚女性の子どもの数の平均は、20～34 歳で 1.4 人、35～49 歳で 2.1 人であり、20～49

歳では1.9 人である。 

●なお、死別・離婚を含む独身女性についても、20～34 歳の約 1 割、35 歳～49 歳の約 4 割に

は、子どもがいる。 

 

現在の子どもの数（問 4） 

 

＜既婚：女性＞             ＜独身：女性＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

20～34歳

35～49歳

20～49歳

子どもの数　平均

1.4人

2.1人

1.9人

13.0%

43.8%

32.1%

3.6%

0.5%

6.6%

0.5%

35.3%

27.5%

13.7%

2.0%

0.0%

21.6%

0.0%

14.9%

45.5%

23.9%

6.7%

0.0%

8.2%

0.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

1人

2人

3人

4人

5人以上

子どもはいない

無回答

総数(n=664)

20～34歳(n=51)

35～49歳(n=134)

100.0％  

12.6%

26.5%

16.3%

2.4%

1.4%

39.5%

1.4%

5.2%

1.7%

0.0%

0.0%

0.0%

91.4%

1.7%

17.8%

8.9%

8.9%

4.4%

0.0%

57.8%

2.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

1人

2人

3人

4人

5人以上

子どもはいない

無回答

総数(n=294)

20～34歳(n=58)

35～49歳(n=45)
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３）同居している家族の形態 

●子どもがいる既婚女性について、同居している家族の形態をみると、20～34歳、35～49歳の

約２割は３世代世帯であり、祖父母の子育て支援を受けることが可能といえる。 

●また、子どもがいる独身女性についても、20～34歳の75.0％、35～49歳の16.7％は、３世

代世帯である。 

 

同居している家族の形態（問 5） 

 

＜既婚：子どもあり：女性＞      ＜独身：子どもあり：女性＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1.3%

33.7%

44.6%

18.2%

1.6%

0.6%

5.0%

15.0%

62.5%

17.5%

0.0%

0.0%

1.6%

12.3%

63.9%

20.5%

0.8%

0.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

単身世帯

夫婦のみの世帯

2世代世帯

3世代世帯

その他

無回答

総数(n=617)

20～34歳(n=40)

35～49歳(n=122)

80.0％ 

34.5%

1.1%

37.9%

19.0%

6.9%

0.6%

0.0%

0.0%

25.0%

75.0%

0.0%

0.0%

16.7%

0.0%

66.7%

16.7%

0.0%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

単身世帯

夫婦のみの世帯

2世代世帯

3世代世帯

その他

無回答

総数(n=174)

20～34歳(n=4)

35～49歳(n=18)
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（２）独身者の結婚に対する意向 

●男性については、20～34 歳の 82.4％、35～49 歳の 69.8％が、「いずれ結婚したい」と考え

ている。 

●一方、女性については、20～34歳の86.2％は「いずれ結婚したい」と考えているものの、35

～49歳のうち「いずれ結婚したい」と考えている回答者は、44.4％にすぎない。 

 

独身者の結婚に対する意向（問 24） 

 

＜男性＞                ＜女性＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

50.3%

29.4%

20.2%

82.4%

14.7%

2.9%

69.8%

27.9%

2.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

いずれ結婚したい

結婚するつもりはない

無回答 総数(n=163)

20～34歳(n=34)

35～49歳(n=43)

100.0％ 

25.5%

28.9%

45.6%

86.2%

10.3%

3.4%

44.4%

46.7%

8.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

いずれ結婚したい

結婚するつもりはない

無回答 総数(n=294)

20～34歳(n=58)

35～49歳(n=45)
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（３）結婚していない理由 

●男性の現在結婚していない理由としては、「相手にめぐり会わないから」（57.3％）が最も多く、

次いで「経済的に不安があるから」（50.0％）、「安定した職業に付いていないから」（26.8％）」

の順となっており、特に 35～49 歳については、「相手にめぐり会わないから」の割合が高まっ

ている。 

●女性についても、「相手にめぐり会わないから」（56.0％）が最も多い。次いで「経済的に不安が

あるから」（30.7％）、「今は、仕事にうちこみたいから」（29.3％）の順であり、特に 20～34

歳については、「今は、仕事にうちこみたいから」の割合が高まっている。 

 

現在結婚していない理由（問 25） 

＜男性＞                ＜女性＞ 

 

 

 

 

 

  

20.7%

20.7%

57.3%

26.8%

50.0%

3.7%

13.4%

7.3%

3.7%

6.1%

1.2%

25.0%

28.6%

35.7%

17.9%

46.4%

0.0%

35.7%

3.6%

7.1%

3.6%

0.0%

20.0%

20.0%

60.0%

33.3%

46.7%

3.3%

3.3%

10.0%

3.3%

3.3%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

今は、仕事（または学業）に

うちこみたいから

今は、趣味や娯楽を

楽しみたいから

相手にめぐり会わないから

安定した職業に

ついていないから

経済的に不安があるから

結婚生活のための

住居のめどがたたないから

年齢的にまだ若いから

子育てに不安があるから

すでに結婚が決まっている

その他

無回答

総数(n=82)

20～34歳(n=28)

35～49歳(n=30)

80.0％ 

29.3%

16.0%

56.0%

9.3%

30.7%

2.7%

13.3%

8.0%

5.3%

12.0%

1.3%

42.0%

20.0%

54.0%

14.0%

36.0%

0.0%

20.0%

4.0%

6.0%

8.0%

2.0%

5.0%

5.0%

60.0%

0.0%

20.0%

10.0%

0.0%

20.0%

5.0%

20.0%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

今は、仕事（または学業）に

うちこみたいから

今は、趣味や娯楽を

楽しみたいから

相手にめぐり会わないから

安定した職業に

ついていないから

経済的に不安があるから

結婚生活のための

住居のめどがたたないから

年齢的にまだ若いから

子育てに不安があるから

すでに結婚が決まっている

その他

無回答

総数(n=75)

20～34歳(n=50)

35～49歳(n=20)
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（４）仕事と子育てに対する意向 

●20～34 歳の独身女性の仕事と子育ての考え方としては、「子どもをもつが、仕事を続ける」が

46.6％、「結婚あるいは出産の機会にいったん退職し、子育て後に再び仕事をもつ」が 31.0％と

なっている。 

●35～49歳の独身女性については、20～34歳に比べ、「子どもをもたず仕事を続ける」（13.3％）

の割合が増加し、「結婚あるいは出産の機会にいったん退職し、子育て後に再び仕事をもつ」

（20.0％）の割合が低くなっている。 

 

仕事と子育てに対する意向（問 26） 

 

＜男性＞               ＜女性＞ 

 

 

 

 

 

 

 

  

14.1%

38.7%

12.9%

0.6%

1.2%

32.5%

11.8%

61.8%

14.7%

0.0%

2.9%

8.8%

14.0%

46.5%

16.3%

2.3%

0.0%

20.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

子どもをもたず、仕事を続ける

子どもをもつが、仕事も続ける

結婚あるいは出産の機会に、

いったん妻または夫が退職し、

子育て後に再び仕事をもつ

結婚あるいは出産の機会に、

妻または夫が退職し、

その後は仕事をもたない

その他

無回答

総数(n=163)

20～34歳(n=34)

35～49歳(n=43)

80.0％ 

4.4%

25.5%

16.0%

1.0%

3.4%

49.7%

6.9%

46.6%

31.0%

1.7%

1.7%

12.1%

13.3%

44.4%

20.0%

4.4%

2.2%

15.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

子どもをもたず、仕事を続ける

子どもをもつが、仕事も続ける

結婚あるいは出産の機会に、

いったん妻または夫が退職し、

子育て後に再び仕事をもつ

結婚あるいは出産の機会に、

妻または夫が退職し、

その後は仕事をもたない

その他

無回答

総数(n=294)

20～34歳(n=58)

35～49歳(n=45)
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（５）希望する子どもの数 

●独身の20～34歳の女性は、将来、2.1人の子どもを持つことを希望している。 

●また、既婚の20～49歳の女性は、現在の子どもを含め2.5人の子どもを持つことを希望してい

る。 

 

希望する子どもの数（問 27） 

 

＜既婚：女性＞             ＜独身：女性＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

20～34歳

35～49歳

20～49歳

子どもの数　平均

2.5人

2.5人

2.5人

20～34歳

35～49歳

20～49歳

子どもの数　平均

2.1人

1.6人

1.9人

7.1%

40.7%

43.5%

4.5%

0.8%

1.7%

1.8%

7.8%

37.3%

47.1%

3.9%

2.0%

2.0%

0.0%

4.5%

40.3%

42.5%

8.2%

0.7%

3.0%

0.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

1人

2人

3人

4人

5人以上

ほしくない

無回答

総数(n=664)

20～34歳(n=51)

35～49歳(n=134)

100.0％ 

12.9%

36.7%

27.2%

3.4%

1.4%

10.2%

8.2%

6.9%

48.3%

32.8%

0.0%

0.0%

8.6%

3.4%

22.2%

26.7%

20.0%

4.4%

0.0%

24.4%

2.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

1人

2人

3人

4人

5人以上

ほしくない

無回答

総数(n=294)

20～34歳(n=58)

35～49歳(n=45)
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（６）子どもをほしくない理由 

●独身女性の子どもがほしくない理由としては、「子どもを産み育てる自信がない」（23.3％）が最

も多く、次いで「自分自身の時間を大切にしたい」（13.3％）、「子育てしやすい環境ではない」

（10.0％）となっている。 

 

子どもをほしくない理由（問 28） 

 

＜既婚：女性＞             ＜独身：女性＞ 

 

 

 

 

  

9.1%

18.2%

18.2%

0.0%

0.0%

45.5%

0.0%

100.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

25.0%

0.0%

50.0%

0.0%

0.0%

25.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

自分自身の時間を

大切にしたい

子育てには

お金がかかるから

子育てしやすい

環境ではない

子どもを産み育てる

自信がない

子どもを

好きではない

その他

総数(n=11)

20～34歳(n=1)

35～49歳(n=4)

60.0％ 

13.3%

3.3%

10.0%

23.3%

3.3%

36.7%

0.0%

0.0%

20.0%

40.0%

20.0%

20.0%

9.1%

9.1%

18.2%

27.3%

0.0%

27.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

自分自身の時間を

大切にしたい

子育てには

お金がかかるから

子育てしやすい

環境ではない

子どもを産み育てる

自信がない

子どもを

好きではない

その他

総数(n=30)

20～34歳(n=5)

35～49歳(n=11)
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（７）子どもの数を増やすために必要な取組み 

●20～49歳の回答者が、子どもの数を増やすために必要な取組みとしては、「保育費や学費など子

育てにかかる経済的負担の軽減」が最も多く、次いで「子育てと仕事を両立できる職場環境」「乳

幼児保育や学童保育などの環境整備」に対する要望が高い。 

 

子どもの数を増やしていくために必要な取組み（問 29） 

＜男性＞               ＜女性＞ 

 

  
36.9%

22.6%

11.1%

28.3%

23.4%

52.3%

46.9%

1.3%

20.9%

34.8%

19.7%

12.1%

39.4%

30.3%

80.3%

56.1%

1.5%

1.5%

31.8%

16.9%

13.5%

38.5%

28.4%

70.9%

49.3%

3.4%

9.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

就業支援

（求人確保、

マッチング支援等）

結婚支援

（出会いの機会の

創出）

出産・子育てに

関する相談体制や

交流機会の充実

乳幼児保育や

学童保育などの

環境整備

医療費の助成・軽減

保育費や学費など

子育てにかかる

経済的負担の軽減

子育てと仕事を

両立できる

職場環境の推進

その他

無回答

総数(n=702)

20～34歳(n=66)

35～49歳(n=148)

複数回答

100.0％ 

31.0%

21.7%

10.3%

35.8%

25.9%

45.6%

54.6%

0.7%

20.1%

26.6%

12.8%

16.5%

53.2%

31.2%

74.3%

67.0%

0.9%

0.0%

25.1%

15.6%

7.3%

41.9%

39.7%

64.8%

66.5%

1.7%

4.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

就業支援

（求人確保、

マッチング支援等）

結婚支援

（出会いの機会の

創出）

出産・子育てに

関する相談体制や

交流機会の充実

乳幼児保育や

学童保育などの

環境整備

医療費の助成・軽減

保育費や学費など

子育てにかかる

経済的負担の軽減

子育てと仕事を

両立できる

職場環境の推進

その他

無回答

総数(n=959)

20～34歳(n=109)

35～49歳(n=179)

複数回答
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２-５ 人口減少に係る現状認識 

（１）将来推計人口の認識 

●国立社会保障・人口問題研究所が推計した2040年の将来推計人口9万人について、推計結果を

「知っている」回答者は、11.9％である。 

●「知らなかった」回答者は 59.7％であり、年齢階層が低いほど、「知らなかった」割合は高まっ

ており、若い世代ほど人口問題に対する認識が低いといえる。 

 

社人研将来推計人口の認識（問 20） 

 

 

 

 

  

11.9%

26.9%

59.7%

1.5%

6.8%

17.1%

75.9%

0.2%

10.6%

24.9%

63.3%

1.1%

17.0%

36.6%

44.5%

1.8%

15.1%

32.7%

48.5%

3.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

知っている

なんとなく聞いたことがある

知らなかった

無回答

総数(n=1685)

20～49歳(n=502)

50～64歳(n=442)

65～74歳(n=382)

75歳以上(n=324)
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（２）人口減少に対する意識 

●現在、身近なこととして、人口が減少していると「非常に感じる」回答者は 28.1％、「やや感じ

る」回答者は44.8％であり、約７割の方が人口減少を身近なことと感じている。 

●年齢階層が高くなるほど、「非常に感じる」割合は高まっている。 

●一方、「あまり感じない」、「全く感じない」割合は、他の年齢階層に比べ 20～49 歳が高く、若

い世代ほど人口減少を身近な問題として感じていないといえる。 

 

身近なこととして、人口減少を感じるか（問 21） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

28.1%

44.8%

9.3%

13.6%

3.0%

1.2%

16.1%

40.4%

13.3%

23.5%

6.4%

0.2%

25.1%

52.3%

9.3%

11.3%

1.4%

0.7%

37.2%

48.2%

6.0%

6.5%

0.8%

1.3%

39.2%

39.8%

5.9%

9.9%

2.2%

3.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

非常に感じる

やや感じる

どちらとも言えない

あまり感じない

全く感じない

無回答

総数(n=1685)

20～49歳(n=502)

50～64歳(n=442)

65～74歳(n=382)

75歳以上(n=324)
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（３）人口減少に対する不安 

●今後さらに人口が減少し続けた場合、「子どもの数の数が少なくなる」（55.9％）のみならず、「ま

ちの賑わい（活気）がなくなる」（43.3％）といった地域活力低下、「空家が増え、防犯・防災な

どの問題が発生する」（37.0％）に対する不安を強く感じている。 

●年齢別にみると、地域活力低下に関する不安は、年齢階層が低いほど高く、防犯・防災に関する

不安は、年齢階層が高いほど高まっている。 

 

今後さらに人口が減少しつづけた場合、不安を感じること（問 22） 

 

 

 

 

 

  

55.9%

43.3%

8.8%

23.6%

28.1%

12.8%

5.3%

7.9%

13.7%

9.3%

37.0%

7.7%

14.1%

1.6%

2.0%

1.8%

54.6%

50.8%

6.6%

18.1%

34.3%

20.9%

11.4%

11.8%

7.8%

13.1%

22.5%

4.8%

9.2%

1.4%

3.4%

0.2%

54.3%

46.8%

8.8%

22.2%

30.1%

11.8%

2.7%

8.4%

15.4%

7.9%

38.5%

7.2%

12.9%

1.8%

2.5%

0.9%

56.3%

38.2%

9.7%

29.8%

23.0%

7.6%

2.4%

5.5%

18.3%

6.8%

49.7%

9.4%

17.5%

1.3%

0.8%

2.9%

59.6%

34.3%

9.9%

27.2%

21.9%

7.4%

2.8%

4.0%

14.5%

9.0%

43.5%

10.5%

19.4%

2.2%

0.6%

4.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

子どもの数が少なくなる

まちの賑わい（活気）がなくなる

集落がなくなる

担い手不足により農林水産業が衰退する

店舗などの数が減り不便になる

地域から学校がなくなる

学校の部活動や行事が続けにくい

利用者が減り、文化・教育・スポーツなどの

公共施設が少なくなる

自治（町内）会の運営がなりたたなくなる

後継者不足によりお祭りや伝統芸能が消失する

空家が増え、防犯・防災などの問題が発生する

管理不足により山林が荒廃し、災害が増える

災害等が発生しても、

助けてくれる人が周りにいなくなる

不安を感じることはない

その他

無回答

総数(n=1685)

20～49歳(n=502)

50～64歳(n=442)

65～74歳(n=382)

75歳以上(n=324)

複数回答
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（４）人口減少を克服するために重要な取組み 

１）重要な取組み 

●人口減少を克服し持続可能な地域社会をつくるため、力を入れるべき取組みとしては、「産業を振

興し、雇用の場を増やす」（75.6％）、「結婚・出産・子育てを支援する」（60.9％）、「医療や介護

などの福祉の充実」（47.1％）、「将来を担う世代の教育の充実」（31.0％）に対する指摘が多い。 

 

人口減少を克服するため力を入れるべき取組み（問 23） 

 

  
75.6%

60.9%

47.1%

31.0%

10.5%

7.9%

6.9%

4.6%

15.0%

6.3%

20.7%

3.2%

75.1%

69.3%

44.8%

32.7%

8.4%

9.6%

7.8%

1.6%

14.9%

7.6%

19.7%

1.4%

80.1%

61.1%

54.1%

27.1%

9.0%

9.3%

5.0%

5.7%

13.3%

5.2%

22.2%

1.6%

74.9%

58.1%

42.9%

31.7%

12.0%

6.3%

8.4%

4.2%

14.9%

5.5%

22.5%

4.7%

71.0%

51.2%

44.8%

34.3%

13.9%

5.9%

5.9%

8.3%

17.0%

7.1%

18.2%

6.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

産業を振興し、雇用の場を増やす

結婚・出産・子育てを支援する

医療や介護などの福祉の充実

将来を担う世代の教育の充実

災害に強いまちづくり

道路・公園・上下水道などの社会基盤の整備

都市機能を集約し、コンパクトなまちづくり

自治（町内）会や市民団体等の活動支援

バスや電車などの公共交通の利便性の向上

伝統文化や観光資源を活かした交流促進

効率的な行財政運営

無回答

総数(n=1685)

20～49歳(n=502)

50～64歳(n=442)

65～74歳(n=382)

75歳以上(n=324)

複数回答
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２）最も重要な取組み 

●人口減少を克服し持続可能な地域社会をつくるため、最も重要な取組みとしては、「産業を振興し、

雇用の場を増やす」（49.0％）、「結婚・出産・子育てを支援する」（22.3％）となっている。 

●「結婚・出産・子育てを支援する」は、子育て世代である20～49歳において、他の年齢層より

も10ポイント以上高くなっている。 

 

人口減少を克服するため力を入れるべき取組み（最重要）（問 23） 

 

 

 

 

 

  

49.0%

22.3%

9.5%

3.7%

1.7%

1.1%

1.1%

0.4%

2.6%

0.5%

4.9%

3.2%

39.4%

30.3%

9.6%

4.2%

2.2%

2.2%

1.6%

0.0%

3.2%

0.8%

5.2%

1.4%

53.4%

19.2%

9.0%

3.8%

0.9%

1.1%

1.1%

1.1%

2.5%

0.5%

5.7%

1.6%

51.3%

19.6%

9.9%

2.4%

2.1%

0.5%

1.0%

0.0%

1.6%

0.3%

6.5%

4.7%

54.0%

17.3%

10.2%

4.3%

1.2%

0.3%

0.0%

0.6%

3.4%

0.6%

1.5%

6.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

産業を振興し、雇用の場を増やす

結婚・出産・子育てを支援する

医療や介護などの福祉の充実

将来を担う世代の教育の充実

災害に強いまちづくり

道路・公園・上下水道などの社会基盤の整備

都市機能を集約し、コンパクトなまちづくり

自治（町内）会や市民団体等の活動支援

バスや電車などの公共交通の利便性の向上

伝統文化や観光資源を活かした交流促進

効率的な行財政運営

無回答

総数(n=1685)

20～49歳(n=502)

50～64歳(n=442)

65～74歳(n=382)

75歳以上(n=324)
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３．学生アンケート調査結果 

３-１ 属性 

 

●学生アンケートは、高校生673人（77.6％）、短大・高専生184人（22.4％）から回答を得た。 

●男女比は男性46.8％、女性 53.2％である。 

●年齢は、17歳が最も多く62.2％を占め、20歳以上は全回答者の6.9％である。 

●また、回答者のうち、八代市出身者は62.7％である。 

 

学生アンケート調査回答者の属性（問 1） 

 

＜性別＞                   ＜年齢＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜学校＞                   ＜出身＞  

 

 

 

 

 

 

 

  

46.8%
53.2%

男性

女性
821n=

77.6%

22.4%

高校

短大・高専

n=821

62.7%

32.3%

5.0%

八代市内

八代市外

無回答

n=821

0.4%

62.2%
15.2%

15.2%

5.0%
1.9%

16歳

17歳

18歳

19歳

20歳

21歳以上

n=821
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３-２ 卒業後の進路（居住地）に係る意向 

（１）卒業後の八代市居住意向 

●八代市出身者については、28.2％が、卒業後も「八代市に住みたい」と回答している。 

●一方、21.7％が「八代市に住みたいが、八代市以外に住むと思う」、31.5％が「八代市以外に住

みたい」と回答しており、合わせて53.2％が卒業後八代市以外に住む（住みたい）としている。 

●なお、八代市外出身者については、1.9％が、卒業後も「八代市に住みたい」と回答している。 

 

卒業後の八代市居住意向（問 2） 

 

＜八代市出身者＞           ＜八代市外出身者＞ 

 

 

 

 

  

28.2%

21.7%

31.5%

16.7%

1.9%

26.6%

23.6%

27.9%

20.6%

1.3%

29.4%

20.2%

34.4%

13.5%

2.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

八代市に住みたい

八代市に住みたいが、

八代市以外に住むと思う

八代市以外に住みたい

わからない

無回答

総数(n=515)

男性(n=233)

女性(n=232)

80.0％ 

1.9%

6.8%

70.6%

20.0%

0.8%

2.3%

5.3%

66.9%

24.8%

0.8%

1.5%

8.3%

74.2%

15.2%

0.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

八代市に住みたい

八代市に住みたいが、

八代市以外に住むと思う

八代市以外に住みたい

わからない

無回答

総数(n=265)

男性(n=133)

女性(n=132)
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（２）八代市外に住む理由 

●八代市出身者が、八代市外に住む理由の56.2％が「進学」、39.8％が「就職」である。 

●八代市外出身者についても、「就職」（43.9％）、「進学」（38.5％）が理由の上位であるものの、

「出身地に戻りたい」（29.8％）、「交通が不便」（20.0％）も理由のひとつにあげられている。 

 

八代市外に住む理由（問 3） 

 

＜八代市出身者＞           ＜八代市外出身者＞ 

 

 

 

 

 

  

0.0%

39.8%

56.2%

1.8%

28.5%

30.3%

2.9%

15.7%

8.0%

0.0%

1.5%

0.4%

0.0%

44.2%

55.0%

0.0%

27.5%

37.5%

3.3%

15.0%

5.8%

0.0%

0.8%

0.8%

0.0%

36.4%

57.1%

3.2%

29.2%

24.7%

2.6%

16.2%

9.7%

0.0%

1.9%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

家族の転勤

就職

進学

結婚

親元から独立したい

人生経験を積みたい

出身地に戻りたい

娯楽・商業施設が少ない

交通が不便

知人・友人が少ない

その他

無回答

総数(n=274)

男性(n=120)

女性(n=154)

複数回答

80.0％ 

0.0%

43.9%

38.5%

3.9%

9.3%

18.5%

29.8%

15.6%

20.0%

5.9%

2.4%

1.5%

0.0%

50.0%

38.5%

4.2%

12.5%

22.9%

28.1%

20.8%

18.8%

7.3%

4.2%

0.0%

0.0%

38.5%

38.5%

3.7%

6.4%

14.7%

31.2%

11.0%

21.1%

4.6%

0.9%

2.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

家族の転勤

就職

進学

結婚

親元から独立したい

人生経験を積みたい

出身地に戻りたい

娯楽・商業施設が少ない

交通が不便

知人・友人が少ない

その他

無回答

総数(n=205)

男性(n=96)

女性(n=109)

複数回答
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（３）住みたい地域 

●八代市出身者の住みたい地域としては、「福岡県」（29.2％）、「関東・関西などの大都市圏」（28.8％）

に次いで「熊本市」（14.6％）となっている。 

●男女別にみると、女性は「福岡県」（31.8％）、男性は「関東・関西などの大都市圏」（35.0％）

の割合が高い。 

●一方、八代市外出身者については「関東・関西などの大都市圏」（27.3％）に次いで「八代市・

熊本市以外の熊本県内」（21.0％）の割合が高くなっている。 

 

住みたい、住むと思う地域（問 4） 

 

＜八代市出身者＞           ＜八代市外出身者＞ 

 

 

 

 

  

14.6%

9.1%

29.2%

5.5%

28.8%

7.3%

5.5%

14.2%

8.3%

25.8%

5.8%

35.0%

6.7%

4.2%

14.9%

9.7%

31.8%

5.2%

24.0%

7.8%

6.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

熊本市

八代市・熊本市以外の

熊本県内

福岡県

熊本県、福岡県以外の

九州内

関東・関西などの

大都市圏

その他

無回答

総数(n=274)

男性(n=120)

女性(n=154)

40.0％ 

15.6%

21.0%

15.6%

9.8%

27.3%

5.4%

5.4%

15.6%

17.7%

12.5%

10.4%

33.3%

6.3%

4.2%

15.6%

23.9%

18.3%

9.2%

22.0%

4.6%

6.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

熊本市

八代市・熊本市以外の

熊本県内

福岡県

熊本県、福岡県以外の

九州内

関東・関西などの

大都市圏

その他

無回答

総数(n=205)

男性(n=96)

女性(n=109)
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（４）将来の八代市居住意向 

●八代市出身者のうち、59.1％は、八代市外に転出しても「将来八代市に住みたい（戻りたい）」

と考えている。その割合は、男性の方が高く63.3％、女性は55.8％である。 

●また、八代市外出身者についても、16.6％が「将来八代市に住みたい（戻りたい）」と考えてい

る。 

 

将来の八代市居住意向（問 5） 

 

＜八代市出身者＞           ＜八代市外出身者＞ 

 

 

 

  

59.1%

39.4%

1.5%

63.3%

35.8%

0.8%

55.8%

42.2%

1.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

住みたい（戻りたい）

住みたくない

無回答
総数(n=274)

男性(n=120)

女性(n=154)

100.0％ 

16.6%

82.0%

1.5%

13.5%

84.4%

2.1%

19.3%

79.8%

0.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

住みたい（戻りたい）

住みたくない

無回答
総数(n=205)

男性(n=96)

女性(n=109)
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（５）八代市に住むために必要な環境・支援 

●八代市に住むために必要な環境・支援としては、「働く場が多い」（51.4％）、「商店や娯楽が充実

している」（43.7％）、「バスや電車など公共交通が便利」（34.6％）」、「自分に合う仕事を探しや

すい」（24.5％）」、「子育てと仕事を両立しやすい（20.0％）」が上位を占めている。 

 

八代市に住むために必要な環境・支援（問 6） 

 

 

 

 

  

51.4%

24.5%

6.6%

7.3%

20.0%

9.0%

16.4%

43.7%

34.6%

11.7%

9.4%

5.0%

8.3%

2.4%

7.2%

52.6%

25.0%

8.3%

6.0%

13.8%

9.1%

13.8%

45.8%

31.8%

12.0%

10.4%

6.3%

11.5%

3.1%

3.4%

50.3%

24.0%

5.0%

8.5%

25.4%

8.9%

18.8%

41.9%

37.1%

11.4%

8.5%

3.9%

5.5%

1.8%

2.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

働く場が多い

自分に合う仕事を探しやすい

起業や新たなチャレンジをしやすい

子育てしやすい

子育てと仕事を両立しやすい

教育環境が充実している

医療・福祉が充実している

商店や娯楽が充実している

バスや電車など公共交通が便利

災害に強く安心・安全なまち

自然が多く残されている

地域活動など人のつながりが深い

友人・知人をつくる機会が多い

その他

無回答

総数(n=821)

男性(n=384)

女性(n=437)

複数回答
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３-３ 就業に係る意向 

（１）就職を希望する業種 

●男性が就職を希望する業種は、「製造業」（22.4％）、「医療・福祉」（14.3％）、「公務」（13.5％）

が多い。八代市出身者のうち、今後八代市に住みたい男性は、「医療・福祉」（27.4％）を希望す

る割合が特に高く、将来八代市に住みたい男性は、「製造業」（31.6％）を希望する割合が高い。 

●女性が就職を希望する業種は、「医療・福祉」（30.7％）、「教育」（15.1％）、「サービス業」（14.0％）

が多く、男性と同様に、八代市出身者のうち、今後八代市に住みたい女性は、「医療・福祉」（39.8％）

を希望する割合が特に高い。 

 

就職を希望する業種（上位 10項目）（問 7） 

＜男性＞               ＜女性＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2.6%

4.9%

22.4%

6.5%

0.8%

2.1%

14.3%

7.3%

6.3%

13.5%

3.1%

6.5%

3.2%

1.6%

19.4%

3.2%

0.0%

1.6%

27.4%

9.7%

4.8%

14.5%

0.0%

3.2%

5.3%

2.6%

31.6%

6.6%

0.0%

1.3%

5.3%

5.3%

7.9%

10.5%

1.3%

11.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

農業

建設業

製造業

情報通信業

卸売・小売業

飲食店・宿泊業

医療・福祉

教育

サービス業

公務

その他

決まっていない

総数(n=384)

八代市出身・今後八代市に住みたい(n=62)

八代市出身・将来八代市に住みたい(n=76)

40.0％ 

1.1%

1.6%

10.8%

0.7%

2.3%

3.2%

30.7%

15.1%

14.0%

6.2%

3.4%

5.7%

2.4%

0.0%

10.8%

0.0%

1.2%

2.4%

39.8%

14.5%

9.6%

7.2%

4.8%

3.6%

1.2%

0.0%

9.3%

1.2%

3.5%

3.5%

29.1%

17.4%

15.1%

7.0%

2.3%

7.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

農業

建設業

製造業

情報通信業

卸売・小売業

飲食店・宿泊業

医療・福祉

教育

サービス業

公務

その他

決まっていない

総数(n=437)

八代市出身・今後八代市に住みたい(n=83)

八代市出身・将来八代市に住みたい(n=86)
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３-４ 結婚・出産・子育てに係る意向 

（１）結婚の意向 

●男女ともに、約84％は「いずれ結婚したい」と考えている。 

 

結婚の意向（問 8） 

 

＜男性＞               ＜女性＞ 

 

 

 

 

 

 

  

83.6%

12.2%

4.2%

82.3%

14.5%

3.2%

85.5%

10.5%

3.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

いずれ結婚したい

結婚するつもりはない

無回答

総数(n=384)

八代市出身・今後八代市に住みたい(n=62)

八代市出身・将来八代市に住みたい(n=76)

100.0％ 

84.4%

10.5%

5.0%

84.3%

10.8%

4.8%

88.4%

8.1%

3.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

いずれ結婚したい

結婚するつもりはない

無回答

総数(n=437)

八代市出身・今後八代市に住みたい(n=83)

八代市出身・将来八代市に住みたい(n=86)
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（２）子どもの数 

●女性が将来希望する子供の数は、2人が最も多く（49.4％）、次いで3人（30.0％）であり、平

均2.2 人である。 

 

希望する子どもの数（問 9） 

 

＜女性＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

4.3%

49.4%

30.0%

2.7%

0.9%

7.3%

5.3%

3.6%

49.4%

31.3%

3.6%

1.2%

6.0%

4.8%

4.7%

52.3%

29.1%

2.3%

0.0%

8.1%

3.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

1人

2人

3人

4人

5人以上

ほしくない

無回答

総数(n=437)

八代市出身・今後八代市に住みたい(n=83)

八代市出身・将来八代市に住みたい(n=86)

子どもの数　平均

2.2人

2.3人

2.1人

女性

うち八代市出身・
今後八代市に住みたい

うち八代市出身・
将来八代市に住みたい
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（３）子どもをほしくない理由 

●女性の子どもをほしくない理由としては、「自分自身の時間を大切にしたい」が最も多く

（56.3％）、次いで「子どもを産み育てる自信がない」（25.0％）となっている。 

 

子どもをほしくない理由（問 10） 

 

＜女性＞ 

 

 

 

 

 

 

 

  

56.3%

6.3%

0.0%

25.0%

3.1%

9.4%

40.0%

20.0%

0.0%

20.0%

0.0%

20.0%

42.9%

14.3%

0.0%

28.6%

0.0%

14.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

自分自身の時間を大切にしたい

子育てにはお金がかかるから

子育てしやすい環境ではない

子どもを産み育てる自信がない

子どもを好きではない

その他

総数(n=32)

八代市出身・今後八代市に住みたい(n=5)

八代市出身・将来八代市に住みたい(n=7)
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（４）仕事と子育ての意向 

●女性の仕事と子育ての考え方としては、「子どもをもち仕事を続ける」が最も多く 53.8％であり、

「結婚あるいは出産の機会にいったん退職し、子育て後に再び仕事をもつ」と回答したのは、

31.1％みられる。 

 

仕事と子育てに対する意向（問 11） 

 

＜男性＞               ＜女性＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8.9%

65.4%

17.4%

2.9%

1.0%

4.4%

11.3%

66.1%

12.9%

4.8%

0.0%

4.8%

7.9%

61.8%

21.1%

1.3%

2.6%

5.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

子どもをもたず、仕事を続ける

子どもをもつが、仕事も続ける

結婚あるいは出産の機会に、

いったん妻または夫が退職し、

子育て後に再び仕事をもつ

結婚あるいは出産の機会に、

妻または夫が退職し、

その後は仕事をもたない

その他

無回答

総数(n=384)

八代市出身・今後八代市に住みたい(n=62)

八代市出身・将来八代市に住みたい(n=76)

80.0％ 

6.4%

53.8%

31.1%

3.4%

0.0%

5.3%

4.8%

49.4%

33.7%

7.2%

0.0%

4.8%

7.0%

53.5%

32.6%

3.5%

0.0%

3.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

子どもをもたず、仕事を続ける

子どもをもつが、仕事も続ける

結婚あるいは出産の機会に、

いったん妻または夫が退職し、

子育て後に再び仕事をもつ

結婚あるいは出産の機会に、

妻または夫が退職し、

その後は仕事をもたない

その他

無回答

総数(n=437)

八代市出身・今後八代市に住みたい(n=83)

八代市出身・将来八代市に住みたい(n=86)


